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第
附
間
十
盟
条
第
一
環
中
「
事
後
設
立
法
人
い
そ
「
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
問
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」

第

J

を
「
適
格
分
齢
、
」
に
、

「
謹
格
事
後
設
立
い
を
「
遡
格
相
場
物
分
担
い
に
、

「
連
絡
分
社
型
分
邸
前
等
い
仙
台
「
適
終
分
割
等
」

に
、
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
環
物
分
割
法
人
い
に
改
め
、
開
条
第
五
項
中
「
適
格
分
社
担
分
割
等
」
晶
化
「
適
格
分
観

等
」
に
改
め
、
関
条
第
六
頃
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
る
。

第
四
十
況
条
第
五
項
中
「
適
格
分
社
担
分
割
、
」
品
化
「
適
格
分
割
、
」
に
、

「
瀦
絡
事
後
設
立
い
を
「
適
格
現
物
分
配
」

T

」
、

「
適
格
分
社
担
分
割
前
等
」
そ
「
適
格
分
倒
的
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
い
に
改
め
、
間
開
条

第
六
項
及
ぴ
第
七
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
♂
鵡
格
分
割
等
」
に
改
め
、
時
間
条
第
八
項
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」
を

「
被
現
物
分
記
法
人
」
託
、

「
適
格
事
後
設
立
」
晶
化
「
適
格
現
物
分
斑
」
に
、

「
又
は
事
後
設
立
法
人
」
を
吋
又
は
現
物
分

説
法
人
」
に
改
め
る
。

十
七
条
第
一
環
中
「
内
国
法
人
が
」
を
「
内
調
法
人
を
」
に
一
、

「
被
事
後
殺
立
法
人
」
晶
化
「
被
現
物
分
配
法
人
」

ム
マ
」
、 

と
な
る
」
を
「
)
と
す
る
」
に
、

「
瀦
務
事
後
設
立
」
を
「
適
格
礎
物
分
配
」
に
、
「
を
行
っ
て
い
る
」
を
「
が

行
わ
れ
て
い
る
」
に
、

「
又
は
事
後
設
説
法
人
」
を
「
又
は
現
物
分
記
法
人
」
に
、

「
第
四
十
九
条
い
を
「
以
下
第
臨
十
九

条
」
に
改
め
、
問
問
条
第
五
噴
出 

「
適
格
分
社
翠
分
割
、
」
を
「
議
格
分
割
、
」
に
、

「
適
絡
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分

‘し



艶
」
に
、

「
適
格
分
社
盟
分
割
等
」
を
「
盤
絡
分
割
等
」
児
、

関
門
条
第
六
頃
及
び
第
七
瑛
中
「
適
格
分
社
製
分
割
等
い
を
「
漉
搭
分
割
等
」
に
改
め
る
。

「
被
世
帯
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
い
に
紋
め
、

第
囲
十
八
条
第
三
項
中
「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
法
被
現
物
出
資
法
人
」
立
改
め
、
同
条

第
六
項
中
「
適
格
分
社
袈
分
割
、
組
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
説
又
は
適
絡
調
物
出
濃
い
に
、

棒
分
社
説
分
割
縦
一
甘
い
そ
ぶ
組
格
分
制
等
い
に
、
つ
被
現
物
出
滋
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
〈
第
八
噴
い
を
吋
又
は
被
現

物
出
資
法
人
(
第
八
環
第
三
号
」
に
、

資
」
に
、

部
等
」
を
「
適
格
分
割
等
い
に
、

中
氏
」
会
「
現
物
分
配
」
に
改
め
る
。

「
当
該
設
け
た
」
を
「
そ
の
設
け
た
」
に
改
め
、
百
円
条
第
七
項
中
「
適
薬
分
社
型
分

器
等
」
を
「
適
格
分
裂
等
」
に
改
め
、
間
条
第
八
項
中
「
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
い
を
「
又
は
適
格
現
物
出

「
滴
格
組
織
再
鱗
成
い
な
「
適
格
合
併
併
等
い
に
改
め
、
掲
明
快
勝
二
悶
げ
な
削
り
、
問
問
項
第
一
一
一
問
い
つ
中
「
適
格
分
社
製
分

「
、
現
物
出
資
総
人
文
ほ
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
号

を
需
項
第
二
号
と
し
、
男
条
第
九
項
中
「
適
格
分
龍
、
適
格
現
物
出
資
又
註
適
格
事
後
設
立
(
以
下
と
の
壌
に
お
い
て
「
滴

格
分
議
等
」
と
い
う
。
〉
い
及
び
「
適
格
分
投
機
心
分
部
等
」
を
「
越
格
分
鰐
縦
一 

に
敬
め
、
鍔
条
鱒
十
一
一
嶋
中
「
挙
後
設

r

第

十
九
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
」
一
を
「
適
格
分
割
、
」
立
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
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。」、

「
譲
格
分
社
塑
分
説
等
」
を
「
議
格
分
蔀
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
い
そ
「
被
現
物
分
艶
法
人
」
に
改
め
、

館
五
項
中
「
漉
格
分
社
霊
分
割
等
」
を
「
適
格
分
欝
等
い
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
被
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分

記
法
人
い
に
、

「
溶
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、
「
又
は
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
分
配
法
人
い
に

改
め
る
。

第
五
十
条
燦
一
一
明
中
「
漉
絡
事
後
設
立
い
を
「
適
格
璃
物
分
臣
」
に
、

「
事
後
設
立
法
人
」
を

「
現
物
分
配
法
人
」
に
改

め
、
問
条
第
五
項
中
「
適
格
分
社
型
分
裂
、
」
そ
「
適
格
分
倒
的
、
」
に
、

「
適
格
事
後
設
中
必
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
適
格
分
社
盤
分
割
等
」
・
狭
山
「
適
格
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
怠
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、
持
条
第
六

慣
例
中
「
連
絡
分
社
壁
分
割
等
い
を
「
適
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七
現
中
「
被
事
後
設
立
法
人
」
後
「
被
現
物
分
罰
法

人
い
は
改
め
る
。

第
五

一
一
条
第
一
一
唄
中
ぷ
玄
社
更
金
法
の
規
定
に
よ
る
」
を
削
り
、

「
(
遥
格
分
割
襲
分
割
に
該
当
し
な
い
分
割
型
分
割

に
よ
り
分
割
承
継
法
人
に
移
転
す
る
も
の
を
除
く
。
)
が
あ
る
場
合
に
は
い
な
「
が
あ
る
場
合
に
は
、
」
に
改
め
、

と
し 
A

適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
又
は
漉
格
分
割
型
分
割
に
該
当
し
な
い
分
割
型
分
割
〈
次
項
に
お
い
て
「
非
適
格
合

併
等
」
と
い
う
。
)
に
よ
り
合
併
法
人
又
泣
分
割
前
承
継
法
人
(
次
現
に
お
い
て

「
合
併
法
人
等
」
と
い
う
。
)
に
移
転
す
る

に

3三

同
条

「
も
の

C 
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金
銭
議
権
を
繋
く
」
そ
則
り
、

「
各
事
業
年
度
]
も
の
下
に
「
(
被
合
併
法
大
の
瀧
絡
合
併
に
該
当
し
な
い
ム
ロ
併
の
自
の
前
日

の
胤
す
る
事
業
年
度
及
、
び
残
余
結
産
の
確
定
〈
そ
の
残
余
財
産
の
分
記
が
適
務
端
部
物
分
配
に
蔽
当
し
な
い
も
の
に
罷
る
。
次

項
に
お
い
だ
同
じ
。
〉
の

の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
)
い
を
加
え
、
向
条
第
ニ
寝
中
「
及
び
非
適
格
合
併
柑
対
立
よ
り

J

合
併
法
人
等
に
移
紙
す
る
金
銭
債
権
」
を
削
り
、

「
こ
の
噴
及
び
第
八
項
」
そ
「
こ
の
条
」
に
改
め
、

「
各
事
業
年
度
い
の

下
に
「
〈
被
合
併
法
人
の
適
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
の
認
の
前
日
の
躍
す
る
事
業
年
度
及
び
残
余
財
産
の
確
定
の 

の

属
す
る
ん
や
業
年
度
受
験
く
。
)
」
在
、

「
計
算
し
た
金
額
」
の
下
に
「
(
第
六
璃
に
お
い
て
ヱ
括
貸
務
引
当
金
繰
入
程
度

翻
~
と
い
う
。
)
い
を
加
え
、
部
門
条
第
五
璃
山
中
「
適
格
分
社
製
分
割
、
い
を
ペ
適
格
分
鶴
、
い
に
、

「
適
格
事
後
設
立
{
」

を
「
適
格
現
物
分
配
〈
瀧
格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
、
残
余
財
躍
の
全
部
の
分
配
を
除
く
。
」
に
、

「
適
格
分
社
整
分
割

等
い
を 
4

「
適
格
分
割
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
」
中
村
}
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
「
期
中
黛
務
引
当
金
議
定
」
い
を

「
「
期
中
制
部
貸
倒
引
潜
金
勘
定
」
」
に
、

「
当
該
設
け
た
期
中
鎌
樹
担
当
金
勘
窓
」
を
「
そ
の
設
け
た
期
中
個
別
残
額
引

当
金
勘
定
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
目
」
に
、

「
及
び
第
七
噴
い
を
「
、
第
六
寝
及
び
第
八

項
」
に
放
め
、
問
項
を
同
条
第
十
二
一
環
と
し
、
同
一
条
第
十
一
一
境
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
七
環
」
を

「
第
八
明
快
」 

に
~ 

竹
細
畑
中
貸
倒
引
当
金
勘
定
の
金
額
い
を
「
期
中
翻
阿
部
貸
倒
引
沼
金
勘
定
の
金
額
若
し
く
は
期
中
一
括
貸
倒

E



引
当
金
勘
定
の
金
額
」
に
改
め
、
問
項
を
持
条
第
十
一
項
と
し
、
持
条
第
九
現
中
「
〈
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
適
格
分
欝
議

分
割
に
係
る
分
割
承
継
法
人
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
を
除
く
。
)
」
を
制
的
り
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、

同
条
第
八
項
中

「
及
び
第
古
事
」
を
「
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
百
円
条
第
九
項
と
し
、
開
問
条
第
七
寝
中
「
適
格
事
後
設

立
い
そ
「
漉
格
現
物
分
配
い
に
、

「
第
十
壌
い
を
「
第
十
一
現
い
に
、

「
期
中
健
倒
引
当
金
勘
定
の
金
額
は
い
を
「
期
中
鶴

別
的
胤
倒
引
出
血
ヨ
金
議
定
の
金
額
新
し
く
は
期
中
二
結
貸
倒
引
当
金
融
窓
の
金
制
械
は
」
に
、

「
被
挙
後
設
立
法
人
い
そ
「
被
現
物

分
配
法
人
」
に
改
め
、

開
項
第
一
号
を
次
む
よ
う
に
改
め
る
。

適
格
合
併
又
は
適
格
現
物
分
配
(
残
余
財
産
の
全
部
の
分
配
に
罷
る
。
)

第
一
項
又
誌
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当

核
適
格
合
併
の
日
の
前
日
又
は
当
鵠
残
余
前
産
の
確
定
の
日
の
露
す
る
事
業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
損
金
の
穣

に
算
入
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
貸
倒
引
当
金
勘
定
の
金
額

第
五
十
二
条
第
七
項
第
二
号
を
部
り
、

問
問
項
第
一
一
一
号
中
「
適
格
分
社
整
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、

「
第
五
項
い

を
「
第
五
項
又
は
第
六
項
」
に
、

「
期
中
貸
鶴
間
引
当
金
勘
定
の
金
額
」
を
「
期
中
個
別
貸
穣
引
当
金
勘
定
の
金
額
又
は
顛
中

一
括
飯
綱
引
当
金
期
窓
の
金
額
い
に
改
め
、
開
号
を
問
項
第
一
一
号
と

再
現
存
}
伺
条
第
八
壌
と
し
、
開
条
第
六
項
中
「
鵠

項
」
そ
「
前
一
一
環
」
に
、

「
問
項
の
い
そ
「
こ
れ
ら
の
矧
定
民
規
定
す
る
」
に
、

「
適
格
分
社
摺
分
制
等
」
そ
「
濁
務
分
割

汽
汽

仁
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五
六

箆
ぎ
に
、

「
期
中
貸
街
引
当
金
勘
定
の
金
額
」
を
「
期
中
個
別
貸
割
引
当
金
嵩
定
の
金
額
又
は
期
間
中
一
括
貸
倒
引
当
金
勘
定

の
金
額
」
に
改
め
、
日
制
項
を
屑
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
環
を
加
え
る
。

出
向
冨
法
人
が
、
適
格
分
割
等
に
よ
り
分
割
承
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
法
被
現
物
分
記
法
人
に
一
括
一
部
値
金
銭
債

M
L 議

を
移
転
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
誠
一
括
評
価
金
銭
債
権
に
つ
い
て
第
一
-
壊
の
黛
欝
引
当
金
轍
定
に
制
強
調
す
る
も
の

(
以
下
之
の
条
に
お
い
て

「
期
中
一
括
貸
倒
引
当
金
勘
定
」
と
い
う
。
)
を
設
け
た
と
き
は
、

そ
の
設
け
た
出
畑
中
一
指
鍵

務
担
当
金
議
定
の
金
額
に
網
漁
す
る
金
額
の
う
ち
、
調
誠
一
指
許
制
金
銭
鰍
問
機
に
つ
き
当
数
議
格
分
欝
等
の
直
鱒
の
崎
会

事
紫
年
議
終
了
の
時
と
し
た
場
合
に
阿
現
の
親
抱
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
一
括
的
成
務
担
当
金
繰
入
銀
成
額
に
相
治
す
る
金
額

議
す
る
ま
で
の
金
額
は
も
議
核
瀦
絡
分
制
等
の
日
の
胤
ず
る
事
業
年
肢
の
一
所
得
の
金
額
の
許
鱗
上
、
操
金
の
畿
北
算
入

ず
る
。

第
蕊
十
一
一
一
条
第
…
寝
中
「
(
瀧
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
又
は
滴
格
分
鶴
型
分
訴
に
該
当
し
な
い
分
部
型
分
説
ピ
よ
り

合
併
法
人
又
拭
分
醤
承
継
按
人
見
移
転
す
る
事
業
に
係
る
も
の
を
除
く
。
)
い
を
削
り
、

「
各
事
業
年
愛
」

合
併
法
人
の
議
格
合
併
次
む
該
当
じ
な
い
合
併
の
け
の
前
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
、
び
残
余
期
産
の
確
定
の 

の
蒸
す
る
事
業

B
の
下
に
「
〈
被

年
疫
を
諜
く
。
)
」
を
加
え
、
信
条
第
四
項
中
「
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
(
」
を
「
遷
格

。
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分
説
又
は
連
絡
現
物
出
資
(
以
下
い
に
、

「
適
格
分
社
製
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」
に
、

一
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は

被
事
後
殻
立
法
人
い
を
守
〈
は
被
現
物
出
資
法
人
い
に
、

「
当
該
設
け
た
い
を
卒
、
の
殺
け
た
」
に
耽
め
、
間
内
条
第
一
立
項
中

吋
適
格
分
社
型
分
割
等
」
を
「
適
格
分
割
前
等
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
適
格
現
物
出
資
又
は
過
絡
事
後
設
立
い
を

一
又
は
遡
格
現
物
出
資
」
に
、
「
適
格
組
織
再
編
成
」
を
「
適
格
合
併
等
」
に
、
「
、
援
護
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立

法
人
」
を
{
又
は
被
現
物
出
澱
法
人
」
に
政
め
、
時
現
第
一
一
号
を
削
り
、
時
璃
第
一
一
一
時
中
「
滴
格
分
社
製
分
離
等
い
を
「
濃

格
分
割
等
」
に
改
め
、

同
号
を
障
理
第
二
号
と
し
、
開
条
第
七
項
中
吋
(
前
項
の
規
定
に
よ
り
適
格
分
裂
型
分
制
的
に
係
る
分

割
一
本
継
法
人
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
を
除
く
。
)
」
を
期
り
、
同
条
第
八
項
中
一
適
格
認
識
再
編
成
」
を
「
適
格
合
併
等
」

に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
適
用
し
な
い
」
を
「
適
用
せ
ず
、

か
っ
、
第
六
十
一
一
条
の
五
第
五
議
(
現
物
分
配
に

よ
る
資
産
の
譲
捜
〉

の
規
定
を
遥
舟
し
な
い
」
に
改
め
、

問
条
第
ニ
項
中
「
適
格
合
併
等
(
適
格
合
併
又
は
合
併
に
類
す
る

分
割
型
分
黙
と
し
て
政
令
で
窓
め
る
、
も
の
の
う
ち
瀧
格
分
割
摺
分
割
に
験
当
ず
る
も
の
〈
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
合
併
類

似
適
格
分
割
前
翠
分
割
」
と
い
う
。
)
を
い
う
。
以
下
と
の
項
及
、
び
次
現
に
お
い
て
同
じ
。
〉
が
行
わ
れ
た
」
を
「
前
一
樹
の
内

国
法
人
を
合
併
法
人
と
す
る
違
格
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
又
は
当
該
内
冨
法
人
と
の
揮
に
完
全
支
配
間
関
係
(
当
該
内
国
法
人

笈
セ
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に
よ
る
完
全
文
組
関
係
又
法
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
し
ハ
(
定
義
)
に
窺
定
ず
る
相
互
の
関
係
に
罷
る
。
)
が
あ
る
能
の
内

国
法
人
で
当
該
呉
昌
法
人
が
発
行
詩
株
式
若
し
く
は
出
資
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
有
す
る
も
の
の
残
余
潜
産
が
確
定
し

た
〕
に
、

「
適
格
合
評
等
に
係
る
披
合
併
法
人
又
は
分
割
法
人
(
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
」
を

「
適
格
合
併
に
係
る
誠
人
口
砕

法
人
又
は
当
該
他
の
舟
器
法
人
〈
以
下
こ
の
項
」
に
、

「
適
格
合
併
等
の
門
忠
則
」
を
「
適
格
合
併
の
日
前
七
年
以
内
に
隣
始

し
、
又
は
当
殺
残
余
財
産
の
磯
誌
の
肢
の
翌
日
前
い
に
、

「
第
六
項
」
を
「
第
五
前
例
」
に
、

「
筋
政
項
又
は
欝
九
議
」
そ

「
第
四
頃
又
は
第
八
璃
」
託
、

「
、
鶏
四
項
及
び
鍛
八
噴
い
を
「
及
が
第
七
項
」
に
、

「
滴
格
合
併
等
に
係
る
合
併
法
人
又

は
分
割
承
継
池
山
人
(
以
下
こ
の
環
及
が
次
現
に
お
い
て

「
合
併
法
人
等
」
と
い
う
。
〉

の
当
該
適
格
合
併
等
の
尽
の
属
す
る

一
卒
業
年
度
(
以
下
こ
の
寝
及
、
び
次
項
」
を

「
内
国
法
人
の
当
該
適
格
合
併
併
の
自
の
罵
す
る
事
業
年
度
又
抵
当
該
残
余
震
産
の

確
定
の
日
の
翌
日
の
罵
す
る
事
業
年
産
(
以
下
こ
の
項
」
に
、

「
未
廼
理
欠
護
金
額
は
」
を
「
未
処
理
欠
損
金
額
(
当
該
抱

の
内
閣
法
人
に
株
主
等
が
二
以
上
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
米
処
理
欠
損
金
額
を
怒
諒
飽
の
内
国
法
人
の
発
行
機
嫌
式
又
は
崩

資
〈
出
誠
他
の
内
田
法
人
が
有
す
る
白
日
の
総
式
又
は
出
資
を
除
く
ο

〉
の
総
数
又
は
総
額
で
除
し
ー
こ
れ
に
当
談
内
国
法

人
の
有
す
る
当
核
他
の
内
閣
法
人
の
株
式
又
は
出
資
の
数
又
は
余
翻
を
乗
じ
て
計
算
じ
た
金
繍
〉
は
同
に
、

「
当
設
会
斜
計
法 

人
等
」
そ
「
当
該
内
閣
法
人
」
に
殺
め
、
開
条
擁
立
現
各
時
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
政
め
る
。
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前
項
の
議
格
合
併
に 
mm
る
被
合
併
併
法
人
(
間
関
項
の
内
開
法
人
〈
当
該
内
冨
法
人
が
当
該
適
格
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
辻
、
溜
該
適
格
合
併
に
係
る
他
の
被
合
併
法
人
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
鍔
じ
。
)

と
の
問

に
支
配
偶
一
誌
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
〉
又
は
詩
情
制
の
残
余
震
産
が
確
定
し
た
他
の
内
菌
法
人
〈
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
被
合
併
法
人
等
」
と
い
う
。
〉

の
議
活
慌
に
規
定
す
る
未
処
理
欠
護
金
額
に
は
、
当
該
適
格
合
併
が
共
部
で
事
業
を
営
む

た
め
の
合
併
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
に
該
当
す
る
場
合
又
は
当
該
被
合
併
法
人
等
と
問
項
の
内
国
法
人
と
の
問
に
当

該
内
国
法
人
の
当
骸
適
格
合
併
の

場
合
に
は
、
当
該
適
格
合
併
の 

B
の
罵
ず
る
事
業
年
度
鵬
開
始
の
白
(
当
競
適
格
合
併
が
法
人
を
設
立
す
る
も
の
で
あ
る

の
宜
年
前
の
日
若
し
く
は
当
該
残
余
財
産
の
磯
山
た
の
吾
の
懇
日
の
罵
す
る
事
業
年
震

B 開
始
の
日
の
去
年
前
の
呂
、
当
藤
被
合
併
法
人
等
の
設
立
の
自
若
し
〈
は
当
該
内
国
法
人
の
設
立
の
呂
の
う
ち
最
も
濃
い

か
ら
継
続
し
て
支
配
関
係
が
あ
る
場
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合
立
は
、
次
に
掲

げ
る
欠
援
金
額
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

第
五
十
七
条
第
三
項
第
一
号
中
「
特
定
資
本
関
係
事
業
年
度
」
を
「
支
配
健
保
事
噛
来
年
度
」
に
、

「
合
評
法
人
等
と
の
罰

に
当
該
特
定
資
本
関
保
が
生
じ
た
」
を
「
内
国
法
人
と
の
隈
に
最
後
に
支
盟
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
」

に
改
め
、
問
項

第
二
号
中
「
特
定
資
本
鴎
祭
事
業
年
度
い
を
「
支
配
鰐
係
事
業
年
渡
」
に
改
め
、
間
条
第

明細川仙台削り、

同
条
第
五
項
中 
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「
特
定
資
本
関
係
法
人
(
」
を
「
支
配
関
係
法
人 

に、

「
に
特
定
資
本
関
係
」
を
「
に
支
記
関
係
」
に
、

「
又
は
接
現

物
出
資
法
人
」
を
寸
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
甑
法
人
」
に
、

で
遺
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
い
そ
「
若
し

く
は
議
格
合
併
に
該
当
し
な
い
合
併
で
第
六
十
…
条
の
十
一
ニ
第
一
明
〈
完
全
文
部
隊
係
が
あ
る
法
人
の
捕
の
取
引
の
損
益
)

の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
、
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
適
格
合
幹
等
」
を
「
適
格
組
議

aMη

再
編
成
等
」
に
、

「
行
わ
れ
、
か
っ
、
当
該
特
定
資
本
稿
採
が
」
を
「
行
わ
れ
た
場
合
(
」
に
、

「
日
の
属
す
る
事
業
年
震

〈
」
を
「
日
〈
当
該
適
格
綾
畿
一
得
報
成
等
が
鴻
余
叫 

艇
の
金
一
部
の
分
配
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
残
余
叫
財
産
の
確
躍
の
門
院
の

窓
口
口
)
の
揺
す
る
事
業
年
度
止
に
、

「
「
合
併
等
事
業
年
度
」
」
を
「
「
銀
鱗
再
編
成
事
業
年
産
い
」
に
、

「
以
後
に
生

じ
て

る
場
合
」
を
「
、
当
該
市
内
冨
法
人
の
設
立
の
日
又
ほ
当
該
支
配
関
係
法
人
の
設
立
の
日
の
う
ち
最
も
遅
い
日
か
ら
鐙

続
し
て
当
該
内
国
法
人
と
当
該
交
問
関
係
法
人
と
の
間
に
支
配
閲
係
が
あ
る
堀
合
と
し
て
政
令
で
定
め
る
場
合
を
持

ma C

く
。
〉
い
に
、

「
合
併
等
率
換
年
蝶
以
後
い
松
戸
組
織
再
織
成
響
楽
年
授
以
後
い
に
、

「
第
九
鳴
い
を
「
第
八
閣
制
」
に
改

め
、
期
現
第 

中
「
特
定
資
本
興
孫
一
卒
業
年
度
」
を
「
支
配
関
係
事
業
年
東
」
に
、

「
特
定
資
本
調
印
棉
法
人
」
を
「
支
記

関
係
法
人
」
に
、

「
当
該
特
定
資
本
関
係
が
生
じ
た
」
を
「
最
後
に
支
配
間
関
係
が
あ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
に
、

「
合
併
等
事

業
年
度
」
を
「
組
織
問
編
成
挙
業
年
疫
」
に
改
め
、

河
現
第
一
一
号
中
叶
特
定
議
本
関
係
事
業
年
度
い
を
ぷ
災
前
関
係
事
業
停

」、 



震
」
に
政
め
、
詞
現
そ
同
条
第
四
璃
と
し
、
河
条
第
六
項
中
「
当
競
内
国
法
人
宇
佐
分
割
法
人
と
す
る
分
割
型
分
都
〈
連
結
法

人
で
あ
る
当
該
内
部
同
法
人
が
遮
結
親
法
人
事
幾
年
度
(
第
十
班
条
の
こ
第
一
環
(
連
結
事
業
年
度
の
意
識
〉
に
規
定
す
る
連

結
親
法
人
事
業
年
度
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
、
び
第
九
璃
に
お
い
て
問
じ
。
)
蹄
開
始
の
日
の
翌
告
か
ら
そ
の
終
了
の
日
ま
で

の
関
に
行
う
も
の
に
限
る
。
〉
を
行
っ
た
場
合
又
は
」
を
制
約
り
、

「
(
連
結
親
拙
人
に
あ
っ
て
は
当
該
連
結
親
迭
人
を
被
合

併
法
人
と
す
る
合
併
を
持
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
承
認
を
取
り
拙
約
さ
れ
た
場
合
を
、
溜
結
子
法
人
に
あ
っ
て
詰
連
結
親
法
人

事
幾
年
度
回
開
始
の
日
に
当
該
連
結
子
法
人
を
被
合
併
法
人
と
す
る
合
併
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
承
認
そ
取
り
請
さ
れ
た

場
合
を
総
く
。
)
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、

七
年
以
内
に
回
開
始
し
た
各
連
結
事
業
年
度
又
は
い
を

現
」
に
敢
め
、

「
当
該
分
割
盟
分
制
却
の 

5
の
前
誌
の
罵
す
る
事
業
年
度
開
始
の
ヨ
前

り

「
第
八
十
一
条
の
九
第
五
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
九
第
六

「
当
該
前
日
の
属
す
る
事
業
年
農
又
は
」
を
臨
り
、
同
鳴
を
鍔
条
第
近
現
と
し
、

開
条
第
七
項
中
「
適
格
合

併
に
」
を
「
第
二
惜
恨
の
適
格
合
併
に
い
に
、

人
の
連
結
事
業
年
度
終
了
の

識
が
確
定
し
た
連
結
子
法
人
い
託
、

「
合
併
類
街
適
格
分
割
墾
分
割
に
係
る
分
割
法
人
が
連
結
法
人
〈
翠
該
連
結
法

の
翌
日
に
車
競
連
結
法
人
を
分
割
法
人
と
す
る
合
併
類
例
制
適
格
分
譲
援
分
割
を
行
う
も
の
」

を
「
同
識
の
残
余
財
窺
が
確
定
し
た
銭
の
内
国
法
人
が
連
結
法
人
〈
当
該
連
結
法
人
の
連
結
事
灘
年
度
終
了
の
肢
に
残
余
信

っ
こ
れ
ら
の
淳
一
結
法
人
」
、
を
勺
当
該
被
会
幹
法
人
又
は
鵠
の
内
国
法
人
」
に
、

〆島

ぐ

/
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「
議
縫
合
併
又
は
合
併
鶏
似
適
格
分
機
型
分
割 

時
い
を
「
適
務
合
併
の
目
前
七
年
以
内
に
鵠
絡
し
、

又
は
当
該
残
余
財
醸

の
確
定
の
円
ぬ
の
時
半
日
」
足
、

円
生
じ
た
こ
れ
ら
の
連
結
法
人
の
」
を
「
生
じ
た
」
に
、

「
第
二
項
」
晶
化
「
問
問
項
」
に
、

「そ

一

の
」
を
「
当
該
い
に
、

「
又
は
分
舗
法
人
」
を
吋
又
は
値
の
内
閣
法
人
」
に
改
め
、
問
項
を
阿
条
第
六
項
と
し
、
目
的
条
第
八

項
市
ザ
「
又
は
合
併
類
似
適
絡
分
欝
型
分
割
」
を
制
限
り
、

「
分
割
法
人
い
を
「
残
余
財
産
が
確
定
し
た
抱
の
内
冨
法
人
」
に
改

め
)
問
問
項
を
限
条
第
七
項
と
し
、
問
条
第
九
噛
中
〔
次
の
各
持
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
」
を

〔
当
該
各
号
に
掲
げ
る
い
を
「
次
の
各
母
に
揚
げ
る
い
に
改
め
、
間
内
頃
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
絞
め
る
。

市
内
出
掛
人
(
第
八
十
一
条
の
九
第
二
礎
第
一
号
に
規
定
す
る
特
窯
建
結
子
法
人
以
外
の
連
結
子
法
人
に
現
る
。
〉

一
議
結
親
法
人
と
の
陪
に
連
結
発
金
支
配
関
係
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
到
か
ら
同
日
の
剛
腕
ず
る
第
十
五
条
の
二
第
一
明
、

(
連
絡
事
業
年
度
の
葉
山
議
)
に
規
定
す
る
連
結
親
法
人
事
業
年
度
終
了
の
日
ま
で
の
期
間
(
以
下
こ
の
号
に
お
い
て

mw

、
「
最
初
連
結
潟
鰐
」
と
い
う
。
〉
内
に
当
該
内
盟
法
入
品
化
被
合
併
法
人
と
す
る
合
併
〈
当
該
内
層
法
人
と
の
毘
に
漉
結

完
全
文
寵
関
係
が
あ
る
越
の
連
結
法
人
を
合
併
法
人
と
す
る
も
の
に
摂
る
。
〉
が
行
わ
れ
た
場
合
(
当
設
合
併
の
日
が

当
該
最
初
連
絡
期
間
関
の
隣
始
の
告
で
あ
る
場
合
を
品
開
く
。 

V
X
は
お
核
内
観
法
人
の
最
初
連
結
期
間
内
に
当
該
内
関
法

λ
の
残
余
計
財
産
が
確
定
し
た
場
合
〈
当
該
残
余
財
産
の
確
定
の
日
が
当
該
最
初
連
結
期
間
の
終
了
の 

で
あ
る
場
合
を

R

り
の



一」

/、

除
く
。
〉

の
当
該
合
併
の
践
の
前
日
又
は
当
該
鶏
余
鮮
麗
の
確
定
の
日
の
罵
す
る
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
諮
の
各

事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
綴
金
額
(
当
該
祭
事
業
年
度
に
お
い
て
第
二
羽
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
事

業
年
度
前
の
各
事
業
年
震
に
お
い
て
住
じ
た
欠
損
金
棋
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
問
じ
。
)

第
五
十
七
条
第
九
項
第
二
号
を
部
り
、
阿
璃
第
三
号
中
「
連
結
法
人
で
あ
る
当
該
内
鴎
法
人
」
を
「
内
冨
法
人
〈
連
結
法

人
に
躍
る
。
)
」
に
改
め
、
部
門
号
を
問
項
第
二
号
と
し
、

部
門
項
を
問
条
第
八
理
と
し
、

同
条
第
十
議
ハ
を
割
り
、
開
条
第
十
一

第

、
項
中
「
第
六
市
恨
の
」
及
び
「
第
六
壌
に
規
定
す
る
」
を
々
「
第
沼
環 

」
に
改
め
、

需
要
を
関
条
第
九
壌
と
し
、

同
条
第
十
一
一

璃
中
「
合
併
法
人
等
が
間
関
項
の
適
格
合
併
等
い
を
「
合
併
法
人
が
適
格
合
併
」
に
、

「
第
十
項
」
を
刊
第
八
項
」
に
改
め
、

同
璃
を
郎
内
条
第
十
項
と
す
る
。

第
五
千
七
条
の
ニ
第
一
項
中
「
第
六
事
」
を
「
第
五
項
い
に
、

「
第
八
十
一
条
の
九
の
一
一
第
一
一
迫
♂
を
「
第
八
十
一
条
の


十
第
一
寝
い
に
改
め
、

号
に
掲
げ
る
事
由
」

の
下
に
「
(
間
関
口
ヴ
に
規
定
す
る
漉
格
合
併
に
係
る
部
分
に
限
る
。
〉
」


を
加
え
、

「
陪
号
に
規
定
す
る
適
格
合
併
等
」
を
吋
当
該
適
格
合
併
」
に
改
め
、

吋
。
次
措
鳴
い

の
下
に
「
及
、
び
第
一
一
一
項
」
を


mw

加
え
、
罰
項
第
四
号
中
「
又
は
分
割
法
人
」
を
削
り
、

「
諮
条
第
二
項
に
規
控
す
る
適
格
合
併
等
〈
次
慣
例
第
一
号
及
が
第
四

事
に
お
い
て
「
適
格
合
併
等
」
と
い
う
。
〉
を
行
う
い
を
「
適
格
合
併
を
行
い
、

又
は
当
該
欠
損
等
法
人
(
砲
の
内
国
法
人

，.. 



六
四

と
の
聞
に
当
該
他
の
内
国
法
人
ヒ
よ
る
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
)

の
残
余
財
産
が
確
定
す
る
」

に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
一
一
「
が
該
当
日
(
第
八
十
一
一
条
の
九
の
二
第
一
項
」

「
と
他
の
法
人
と
の
聞
で
当
該
欠
損
等
法
人
の
該
当
日

」
、

(
第
八
十
一
条
の
十
第
一
項
」
 

「
又
は
現
物
出
資
を
行
う
」
を

「
、
現
物
出
資
又
は
第
二
条
第
十
二
号
の
六
(
定
義
)

に
規
定
す
る
現
物
分
配
が
行
わ
れ
る
」
に
、

「
前
条
第
六
項
」

「
前
条
第
五
項
」

に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
が
自
己
を

合
併
法
人
又
は
分
割
承
継
法
人
と
す
る
適
格
合
併
等
を
行
う
」

を
「
を
合
併
法
人
と
す
る
適
格
合
併
が
行
わ
れ
る
」
に
、

A
Y

を を

「
適
格
合
併
一
等
に
」

を
「
適
格
合
併
に
」
に
改
め
、

の
」
に
、

「
適
格
合
併
等
が
」
を
「
適
格
合
併
が
�
 

L

「
又
は
分
割
法
人
」

を
削
り
、

「
適
格
合
併
等
の
」

「
適
格
合
併

に、

「
第
八
十
一
条
の
九
の
二
第
一
項
」
を
「
第
八
十
一
条
の
十
第

を

H

項
」
に
改
め
、

「
同
門
口
�
 

の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て

「
三
年
経
過
日
」

と
い
う
。
」
を
加
え
、

」

項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
が
自
己
を
合
併
法
人
」
を
「
を
合
併
法
人
」

現
物
出
資
法
人
又
は
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
前
条
第
五
項
」
を

一
前
条
第
四
項
」
�
 4」

「
適
格
組
織
再
編
成
等
が
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
内
国
法
人
が
欠
損

等
法
人
又
は
」
を
「
内
国
法
人
と
欠
損
等
法
人
若
し
く
は
」

に
改
め
、

l
 

「
第
七
項
」
を

「
第
六

ー
」
、

「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」

A
Y

J
1

「
適
格
合
併
等
を
行
う
」
を

「
又
は
分
割
承
継
法
人
」
を
削
り
、

「
適
格
合
併
等

を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
」
を
「
適
格
合
併
が
行
わ
れ
る
場
合
又
は
内
国
法
人
と
の
聞
に
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
完
全
支

を

被

O 


、 

O 
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に l

配
関
係
が
あ
る

の
内
閣
法
人
で
あ
る
欠
損
等
法
人
若
し
く
拭
欠
損
等
漉
締
法
人
の
残
余
財
肢
が
犠
寵
す
る
場
合
に
は
、
こ

れ
ら
の
い
に
、

「
前
条
第
二
項
い
を
「
問
条
第
一
一
噴
い
児
、

「
第
七
噴
い
を
「
第
六
現
い
に
敢
め
、
符
壌
を
問
条
第
五
墳
と

し
、
同
条
第
三
項
中
「
、
第
八
十
一
条
の
九
の
二
第
一
要
」
を
「
第
八
十
一
条
の
十
第
一
項
」
に
、

す
る
分
割
盤
分
倒
的
を
行
う
場
合
又
は
持
団
側
」
そ 

3
…
附
条
第
五
項
」
に
改
め
、
問
項
を
間
関
条
第
四
項
と
し
、
間
関
条
第
二
項
の
次

に
次
の
一
壌
を
加
え
る
。 

「
話
条
第
六
項
に
規
定

欠
損
等
法
人
の
該
当
日
以
後
立
当
該
欠
損
等
法
人
と
の
捕
に
前
条
第
二
理
乙
規
定
す
る
完
全
文
寵
額
係
が
あ
る
内
開
法

人
で
当
諮
欠
撰
等
法
人
が
発
行
済
株
式
又
は
出
資
の
全
部
又
は
一
部
を
有
す
る
も
の
の
残
余
計
尚
産
が
確
定
す
る
場
合
に
お

け
る
懇
談
山
内
出
法
人
の
部
被
残
余
封
醸
の
機
殺
の
自
の
擬
す
る
事
業
年
度
又
拭
連
結
事
業
年
度
以
議
の
告
事
業
年
牒
又
培

各
連
結
事
議
年
度
に
お
い
て
金
じ
た
欠
損
金
額
又
は
謹
締
欠
損
金
偶
民
帰
属
組
側
〈
当
核
残
余
財
産
の
鑑
定
の
日
が
当
該
欠

損
等
法
人
む
三
年
経
過
自
円
以
後
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
欠
損
金
額
又
法
違
結
欠
損
金
個
別
掃
震
額
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の

生
じ
た
事
業
年
度
又
は
選
結
事
業
年
度
開
始
の
自
が
当
該
欠
損
等
法
人
の
適
用
事
業
年
度
又
註
適
題
連
結
事
業
年
度
開
拾

の
門
丘
縦
で
あ
る
も
の
に
際
る
。
〉
に
つ
い
て
は
、
間
的
条
第
…
…
捌
側
、
第
一
一
一
理
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
当
核
欠
摘
等
法
人
記

つ
い
て
培
、
適
用
し
な
い
。

六
五

3 




v
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第
五
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
適
用
し
な
い
」
を
「
適
用
せ
ず
、

か
っ
、
第
六
十
二
条
の
五
第
五
項
(
現
物
分
配
に

よ
る
資
産
の
譲
渡
)

の
規
定
を
適
用
し
な
い
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
適
格
合
併
等
(
適
格
合
併
文
は
合
併
に
類
す
る

分
割
型
分
割
と
し
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
適
格
分
割
型
分
割
に
該
当
す
る
も
の

(
第
三
項
に
お
い
て

「
合
併
類
似
適

格
分
割
型
分
割
」
と
い
う
。
)
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
が
行
わ
れ
た
」

を
「
前
項
の
内
国
法
人
を
合
併

法
人
と
す
る
適
格
合
併
が
行
わ
れ
た
場
合
文
は
当
該
内
国
法
人
と
の
聞
に
完
全
支
配
関
係
(
当
該
内
国
法
人
に
よ
る
完
全
支

配
関
係
文
は
第
二
条
第
十
二
号
の
七
の
大
(
定
義
)
に
規
定
す
る
相
互
の
関
係
に
限
る
。
)
が
あ
る
他
の
内
国
法
人
で
当
該

」
、

-
7

内
国
法
人
が
発
行
済
株
式
若
し
く
は
出
資
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
有
す
る
も
の
の
残
余
財
産
が
確
定
し
た
」
�
 

7
V
 ヲ

」
、

合
併
等
に
係
る
被
合
併
法
人
文
は
分
割
法
人
」
を
「
適
格
合
併
に
係
る
被
合
併
法
人
文
は
当
該
他
の
内
国
法
人
」

格
合
併
等
の
目
前
」
を
「
適
格
合
併
の
目
前
七
年
以
内
に
開
始
し
、

文
は
当
該
残
余
財
産
の
確
定
の
日
の
翌
日
前
」
�
 」、

-
77

V

「
が
災
害
損
失
欠
損
金
額
」
を
「
が
当
該
災
害
損
失
欠
損
金
額
(
こ
の
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
被
合
併
法
人
等
の
災
害
損
失

」
、

-
7

欠
損
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
み
、
次
項
の
規
定
に
よ
り
な
い
も
の
と
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
)
」
�
 

7
V
 

「
第
六
項
」

を
「
第
四
項
」
�
 

を:

4

」
、

「
適
格
合
併
等
に
係
る
合
併
法
人
文
は
分
割
承
継
法
人
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
合
併
法
人
等
」

い
つ
。
)
の
当
該
適
格
合
併
等
の
日
」

「
内
国
法
人
の
当
該
適
格
合
併
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
文
は
当
該
残
余
財
産
の と

「
適
格適
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確
定
の
時
の
遊
日
」
に
、

「
末
期
地
理
災
審
損
失
欠
讃
金
額
は
」

を
「
米
越
理
災
害
損
失
欠
損
金
額
(
当
該
他
の
内
田
法
人
に

株
主
等
が
こ
以
上
一
あ
る
場
合
に
は
、
自
絞
米
畑
地
鴇
災
欝
摘
失
欠
摘
金
制
械
受
当
該
飽
の
内
器
法
人
の
発
行
機
緯
式
又
は
出
資

(
当
該
抱
の
市
内
国
法
人
が
有
す
る
自
己
の
株
式
又
誌
出
資
を
除
く
。
〉

の
総
数
又
は
総
額
で
除
し
、
こ
れ
に
当
該
市
内
国
法
人

の
有
す
る
当
該
地
の
内
語
法
人
の
株
式
又
は
出
資
の
数
又
は
金
額
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
)
は
」
に
、

「
当
該
合
併
法
人

等
」
を
「
潟
一
誠
内
閣
法
人
い
む
改
め
、
問
粂
灘
五
鳴
を
削
り
、
問
条
第
四
頃
中
「
次
の
各
間
一
勺
に
規
定
す
る
場
舎
に
は
、
い
そ

自Ij
り

「
当
該
各
号
に
掲
げ
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、

再
現
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

内
密
法
人
〈
第
八
十
一
条
の
九
第
二
項
第
一
号
(
連
結
欠
彊
金
の
繰
越
し
)

む
震
定
す
る
特
定
連
結
子
法
人
以
外
の

藤
鶴
子
法
人
に
限
る
。
〉

の
第
班
十
七
条
第
八
項
第
一
号
に
鰹
窓
ず
る
最
初
灘
結
期
間
期
〈
以
下
こ
の
努
に
お
い
て

「最

初
連
結
期
間
」
と
い
う
。
〉
内
に
当
該
内
密
法
人
を
被
合
併
法
人
と
す
る
合
併
合
ゴ
該
内
国
法
人
と
の
鰐
に
連
結
完
令

支
記
関
係
が
あ
る
挫
の
連
結
法
人
を
合
静
法
人
と
す
る
も
の
に
隈
る
。
)
が
行
わ
れ
た
場
合
(
当
該
合
併
の
日
が
当
該

議
結
漉
結
期
間
の
開
始
の
誌
で
あ
る
場
合
晶
化
鈴
く
。
〉

又
捻
当
該
内
悶
法
人
の
最
初
連
絡
期
間
内
に
議
談
内
閣
法
人
の

残
余
潜
産
が
確
定
し
た
場
合
(
当
該
残
余
財
藤
の
確
定
の

が
当
該
最
初
連
結
嬬
慌
の
終
了
の 
nn
で
あ
る
場
合
を
除

く
。
)

の
当
該
合
併
の
自
の
前
日
又
は
当
該
残
余
財
産
の
確
定
の
自
の
属
す
る
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
前
の
各
事

ムハセ



り

業
年
震
に
お
い
て
生
じ
た
災
害
損
失
欠
損
金
額
(
当
該
各
事
業
年
度
に
お
い
て
前
出
恨
の
規
定
に
よ
り
当
該
各
事
業
年
度

憶
の
各
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
災
唯
一
口
同
損
失
欠
標
金
額
と
み
な
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
詩
じ
。
)

第
一
叙
十
八
条
第
四
項
鰐
ニ
号
を
制
約
り
、
岡
敬
第
三
号
中
「
連
結
法
人
で
あ
る
当
核
内
開
法
人
い
そ
「
内
開
法
人
〈
瀧
締
法

人
に
畑
出
る
。
)
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、

向
噴
を
開
条
第
三
噴
と
し
、
同
月
条
第
五
項
を
断
り
、
関
門
条
第
六
項

を
同
条
第
閉
山
積
と
し
、
同
条
第
七
噴
中
「
合
併
法
人
等
が
適
格
合
併
等
」
を

「
合
併
法
人
が
適
格
合
砕
」
に
、

を
「
第
一
一
一
礎
」
に
改
め
、
開
務
会
開
門
条
第
近
現
と
す
る
。

「
第
五
項
」

第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
会
社
更
生
法
又
泣
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
ピ
関
す
る
法
律
(
第
一
一
一
与
に
お
い
て

「
会
社
更
生
法
等
」
と
い
う
。
)

の
規
定
に
よ
る
」
を
剤
り
、
円
開
票
第
三
号
中
「
会
社
更
生
法
等
」
を
「
会
社
更
生
法
又
は

金
融
機
織
等
の
煎
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
政
め
、
調
条
第
一
一
慣
例
中
「
仰
民
事
舟
生
一
訟
の
規
定
に
よ
る
」
そ
附

で
が
こ
の
項
」

の
下
に

「
及
び
第
六
十
二
条
の
五
第
五
項
(
現
物
分
配
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
)
」

を
加
え
、

こ
の
項
」
を
「
、
こ
の
頃
援
び
に
第
六
十
二
条
の
五
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第

…
項
か
ら
第
一
一
一
頃
ま
で
」
に
絞
め
、
附
現
品
化
関
門
条
第
一
丸
積
と
し
、
問
問
条
第
…
一
一
項
中

項
を
間
的
条
第
四
項
と
し
、

問
問
条
第
二
項
の
次
に
次
の
~
項
を
加
え
る
。

寝
中
「
第
一
項
又
泣
第
二
項
」
を
「
第

ニ
聴
い
な
「
前
一
一
一
鳴
い
に
改
め
、

〈。


ム
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主ウ 

九

内
一
寓
鵠
人
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
、
残
余
財
躍
が
な
い
と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、

そ
の
清
算
中
に
終
了
す
る
事
業

年
度
会
一
一
附
ニ
項
の
規
定
の
適
用
を
焚
け
る
事
業
年
疫
を
除
く
。
以
下
と
り
項
に
お
い
て

-
適
用
年
度
」
と
い
う
。
)
前
の

各
事
業
年
度
に
お
い
て
生
じ
た
欠
損
金
額
〈
漉
結
事
業
年
療
に
お
い
て
生
じ
た
第
八
十
一
条
の

八
第
一
現
に
規
定
す
る

個
別
欠
損
金
額
(
当
該
連
絡
事
業
年
度
に
連
絡
欠
損
金
額
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
当
該
連
結
欠
損
金
額
の
う
ち
当
該
内
患

法
人
に
帰
せ
ら
れ
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
)
を
含
む
。
)

で
政 
'
A
W
で
定
め
る
も
の
に
相
当
す
る
金
額
〈
当
該
絡
当
す
る

金
援
が
こ
の
項
及
び
第
六
十
一
一
条
の
五
第
蕊
積
の
規
定
を
璃
用
し
な
い
も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
漉
照

年
度
の
所
得
の
金
額
を
紹
え
る
場
合
に
は
、

そ
の
謡
え
る
部
分
の
金
織
を
控
除
し
た
金
銀
〉
は
、
指
紋
適
用
年
患
の
所
得

の
金
額
の
計
算
上
、
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

第
六
十
条
第
二
項
中
「
保
験
議
法
」
の
下
に
一
(
一
平
成
七
年
法
律
第
吾
五
号
)
」
を
加
え
る
。

第
六
十
条
の
ま
第
一
票
中
「
第
八
十
一
条
の
九
の
一
一
第
一
環
」
を
「
第
八
十
一
条
の
十
第
一
一
境
い
に
、

寸
分
割
法
人
若

し
く
は
現
物
出
資
法
人
ケ
を
つ
分
割
法
人
、
翠
続
出
資
法
人
若
し
く
泣
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
適
格
合
併
、
適
格
分
割

若
し
く
は
適
格
現
物
出
資
」
を
「
適
格
組
織
再
繍
成
等
(
議
格
合
併
若
し
く
は
適
格
合
併
に
競
当
し
な
い
合
併
で
第
六
十
一

条
の
十
三
第
一
現
(
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
他
人
の
簡
の
取
引
の
掻
議
)
の
規
定
の
濡
用
が
あ
る
も
の
、
遺
格
分
割
、
適
格
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務
物
出
資
又
は
適
格
務
物
分
配
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

)
」
に
股
め
、
開
条
第
二
項
中
コ 
〈
は
挙
後
設
立

法
人
」
そ
「
又
は
現
物
分
配
法
人
」
に
、

宗
総
待
合
併
、
議
格
分
謡
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
挙
後
設
立
(
以
下
こ
の
条

り に
お
い
て

「
適
格
組
識
需
譲
成
」
と
い
う
。
)
」

を
「
適
格
組
織
再
編
成
等
」
に
、

「
当
該
適
格
組
織
再
編
成
」

を
「
当
該

遥
格
龍
識
再
編
成
等
」
に
、

「
被
事
後
設
立
諸
人
」

を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
向
車
」
を
ご
」
の
条
」
ど
改
め
、
同

条
繁
一
一
一
環
中
「
適
格
総
織
禅
繍
成
い
を
「
瀧
絡
組
織
再
編
成
等
い
に
斡
め
る
。

第
六
ト
一
条
第

「
(
当
競
蝦
期
売
翼
商
品
が
合
併
、
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
仁
よ
り
合
併
法
人
、
分
割
前
承
継
法

人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
に
移
転
を
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
移
転
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
詞
じ
。
)
」
を
削

「
い
う
。
〉
は
」
の
下
に
「
、
第
六
十
一
一
条
か
ら
第
六
十
一
一
条
の
五
ま
で

〈
合
併
等
に
よ
る
資
躍
の
鱗
綴
〉

の
規
定
の


適
期
が
あ
る
場
合
を
除
ざ
い
そ
加
え
、
間
条
第
一
一
…
寝
中
「
を
い
う
」

の
下
に
つ
次
璃
立
お
い
て
賭
じ
い
を
加
え
、
部
門
条
第


五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
民
条
第
五
項
と
し
、
向
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
一
境
を
加
え
る
。


4

出
向
同
法
人
が
適
格
分
器
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
現
物
分
程
〈
連
格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
、
残
余
財
惑
の
全
部
の


分
離
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
瀦
格
分
割
等
い
と
い
う
。
〉
に
よ
り
分
割
敢
継
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は

被
現
物
分
配
法
人
ピ
短
期
発
寅
商
品
を
移
転
す
る
場
合
に
は
、
当
該
適
格
分
割
等
の
自
の
語
呂
を
事
業
年
度
経
7
の 

と

v
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し
た
場
合
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
当
該
鰹
期
売
買
商
品
に
係
る
評
額
禄
又
は
評
価
額
に
相
当
す
る
金
額
は
、

鶏
二
十
五
条
期
一
環
又
法
第
五
十
三
条
第
一
壌
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
適
格
分
割
等
の
日
の
罵
す
る
事
業
年
援
の

所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
又
政
指
担
金
の
鱗
に
算
入
す
る
。

第
六
十
一
条
の
ニ
第
二
境
中
「
(
当
該
有
伍
証
券
が
合
併
、
分
割
又
は
議
格
現
物
出
資
に
よ
り
合
併
法
人
、
分
謡
承
締
法

人
又
は
被
現
物
出
資
法
人
に
移
転
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
移
転
を
緯
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
問
じ
。
)
い
を
臨
り
、

は
」
の
下
に
「
、
第
六
十
二
条
か
ら
第
六
十
ニ
条
の
五
ま
で

(
合
併
等
に
よ
る
資
産
の
譲
渡
〉

の
諜
定
の
滴
用

が
あ
る
場
合
を
除
き
」

う
」
の
下
に
す
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
、

そ
加
え
、
同
条
第
一
一
項
中
「
内
国
法
人
が
羽
鰍
」
を
「
内
問
法
人
が
、
旧
株
」
に
改
め
、

「
場
合
」
の
下
に
「
又
は
旧
株
を
発
行
し
た
誌
人
の
適
格
合
併
〈
当

該
法
人
の
株
主
等
に
合
併
法
人
の
株
式
そ
の
他
の
資
産
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
眠
る
。
)
に
よ
り
当
該
削
株
を
有
し

な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
な
加
え
、

「
当
該
悶
株
」

「
こ
れ
ら
の
出
株
」
に
、

「
合
併
の
い
を
「
合
併
又
は
適
格
合
併

の
」
に
改
め
、

河
条
第
一
一
…
現
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

合
併
法
人
の
鶏
ニ
十
医
条
第
一
一
現
に
規
定
す
る
抱
合
株
式
〈
前
衰
の
規
躍
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。
〉
に
係
る
刷
用

一
項
の
規
定
の
適
用
立
つ
い
て
は
、
開
璃
第
一
号
に
掲
げ
る
金
額
は
、
当
該
抱
合
株
式
の
合
併
の
磁
前
の
帳
簿
艇
額
に
相

を

く� 

七

「
を
い
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i 同
条
第
十
二
時
の
九
に
環
窓
ず
る
分
割
対
鶴
資
産
以
外
の
金
議
そ
の
他
の
資
産
を
除
く
α

〉」

を
漏
り
、
同
条
第
五
犠
を
前

り
、
同
条
第
六
寝
中
「
第
八
噴
い
を
「
第
七
項
」
に
改
め
、

「鵠ムハ

二
条
の
ニ
第
三
項
い

の
下
に
「
〈
藤
格
合
併
及
、
び
漉

格
分
割
強
分
鵠
に
よ
る
資
産
等
の
帳
捕
側
額
に
よ
る
引
継
ぎ
)
」
を
加
え
、
伺
項
を
陀
条
第
五
項
と
し
、
開
条
第
七
項
を
陪

条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
伺
条
第
七
墳
と
し
、
部
門
条
第
九
項
中
「
内
態
法
人
が
陥
株
」
を

「
内
問
法
人
が
、
悶
株
」

に
改
め
、

「
を
い
う
」

の
下
記
コ
以
下
こ
の
璃
に
お
い
て
同
じ
い
を
、

「
場
合
い

の
下
に
「
又
品
田
株
を
発
汗
し
た
法
人

の
行
っ
た
適
格
株
式
交
換
(
当
該
法
人
の
株
主
に
株
式
交
換
完
全
親
法
人
の
株
式
そ
の
他
の
資
産
が
交
付
さ
れ
な
か
っ
た
も

の
に
限
る
。
〉
に
よ
り
当
該
出
株
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
」
を
加
え
、

「
中
川
口
綾
田
株
」

を
ご
」
れ
ら
の
旧
株
」

。」、� 

「
株
式
交
換
の
い
を
「
株
式
交
換
又
は
適
格
株
式
交
換
の
」
に
改
め
、
問
壌
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
問

条
第
九
項
と
し
、
需
条
第
十
一
項
か
ら
錨
十
五
項
ま
で
を
一
項
、
ず
つ
繰
り
上
げ
、
問
条
第
十
六
項
を
朔
条
第
十
蕊
壌
と
し
、

罰
墳
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

し
て議

/、

に十
改ー
め条
の

「
〈
当
該
株
主
等
に
対
す
る
第
二
条
第
十
二
号
の
八
に
規
定
す
る
剰
余
金
の
配
当
等
と
し
て
交
付
さ
れ
た

第

七

当
す
る
金
額
と
す
る
。

寝
中
「
分
割
法
人
の
株
主
等
に
」
を
「
第
二
条
第
十
一
一
号
の
九
イ
に
難
定
す
る
分
割
対
値
資
産
と
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璽
法
人
と
の
開
に
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
)
の
第
二
十
四
条
第
一
現
各
号
に
掲
げ
る
事
由
〈
第
二
項
の
規

定
の
適
用
が
あ
る
合
併
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
金
銭
等
不
交
付
分
割
型
分
裂
を
除
く
。
)
に
よ
り
金
銭
そ
の
他
の
資
産

の
交
付
を
受
け
た
場
合
〈
当
耕
地
の
市
内
国
法
人
の
同
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
資
本
の
払
一
決
し
若
し
く
は
解
散
に
よ

る
残
余
財
産
の
一
部
の
分
蹴
又
は
日
数
の
定
め
が
な
い
出
議
足
つ
い
で
の
出
紫
の
払
撲
し
に
掠
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ

つ
て
は
、
そ
の
交
付
を
受
け
た
侍
立
お
い
て
当
該
所
有
株
式
を
有
す
る
場
合
に
罷
る
。
〉

又
は
当
該
事
自
に
よ
り
当
該
飽

の
内
題
法
人
の
株
式
を
有
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
(
残
余
財
産
の
分
鹿
を
受
け
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
を
含

む
。
〉
は
お

る
綴
一
一
唄
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
部
叩
細
川
第
一
号
に
燭
げ
る
金
額
は
、
間
慣
例
第
一
一
号
に
掲
げ
る
金
額
・

(
第
四
項
、
次
瑛
又
は
第
十
八
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ち
の
賭
定
に
よ
り
同
号
に
掲
げ
る
金
額
と
さ

れ
る
金
額
)
に
相
当
す
る
金
額
と
す
る
。

第
六
十
一
条
の
一
一
一
第
一
一
明
第
一
等
中
「
こ
の
璃
及
、
び
次
現
」
そ
吋
第
一
一
一
環
ま
で
」
に
政
め
、
問
条
第
一
一
演
中
「
を
い
う
い

の
下
に
つ
次
壌
に
お
い
て
河
じ
」
を
加
え
、
問
条
鵠
一
二
噴
出
ヤ
ニ
別
噴
い
を
「
第
一
…
項
」
に
、

辺
倒
一
一
躍
よ
そ
ぷ
則
一
一
一
瀦
ご

に
改
め
、

再
項
を
開
条
第
四
事
と
し
、

罰
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

内
悶
法
人
が
、
所
有
株
式
〈
当
該
内
賠
法
人
が
有
し
て
い
た
嫌
式
そ
い
う
。
〉
を
発
行
し
た
他
の
内
態
法
人
〈
当
数
内

f 
¥ 
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七
回

内
密
法
人
が
適
格
分
割
、
適
格
現
物
出
費
文
法
適
格
現
物
分
配
(
適
格
現
物
分
程
に
あ
っ
て
は
、
残
余
疑
惑
の
全
部
の

分
却
を
脇
陣
く
。
以
下
こ
の
頃
に
お
い
て

叶
選
終
分
割
等
」
と
い
う
。
)
に
よ
り
分
側
部
承
締
法
人
、
被
現
物
出
資
詩
人
又
は

被
現
物
分
艶
抹
入
に
宛
殿
目
的
有
術
総
券
を
移
較
す
る
場
合
に
は
、
当
該
瀦
格
分
鰐
等
の
日
の
前
日
を
事
襲
年
諜
終
了
の

日
と
し
た
場
合
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
当
該
究
開
凶
的
有
価
誼
券
む
係
る
評
部
議
又
は
評
価
損
に
相
当
す
る

金
額
は
、
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
三
一
十
三
条
第
一
一
境
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
適
格
分
割
等
の
自
の
濯
す
る
事

業
年
度
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
益
金
の
額
文
法
損
金
の
額
に
算
入
す
る
。

第
六
十
一
条
の

と
い
う 
α

〉
い
を
、

第
一
理
中
「
規
定
す
る
有
鑑
証
券
の
空
売
り
」

「次
 
J

聴い

の
下
に
吉
川
が
第
五
情
怖
い
な
加
え
、

の
下
に

「
(
次
市
明
記
お
い
て
「
有
価
証
券
の
空
売
り
」

「
金
融
閥
品
聡
引
法
第
一
一
条
第
八
職
協
ム
ハ
吟
(
定
義
)

に
規
定
す
る
省
額
謹
券
の
引
受
け
〈
」
を
「
有
能
誼
券
の
引
受
け
(
新
た
に
発
行
さ
れ
る
有
個
謹
券
の
取
得
の
申
込
み
の
動

誘
又
は
既
に
発
行
さ
れ
た
有
価
証
券
の
売
付
け
の
申
込
み
若
し
く
は
そ
の
買
付
け
の
申
込
み
の
勧
誘
に
際
し
、
こ
れ
ら
の
有

価
証
券
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
と
れ
ら
の
有
鑑
証
券
の
全
部
若
し
く
は
一
惑
を
取
得
す
る
こ
と
又
は
こ
れ
ち
の

有
価
証
券
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
き
抱
に
こ
れ
を
取
得
す
る
者
が
な
い
場
合
に
そ
の
残
部
を
取
得
す
る
こ
と
を
内
容
と

す
る
拠
約
そ
す
信
こ
と
な
い
い
、
」
に
改
め
、

「
除
く
」
の
下
に
「
。
次
閣
に
お
い
て
山
内
じ
」
を
、

「
相
当
す
る
金
繍
い

O 
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') 
(.， 下

に
「
〈
次
壊
に
お
い
て
「
み
な
し
決
掛
擬
議
額
い
と
い
う
。
〉
」
を
加
え
、
開
条
第
一
…
一
環
中
「
の
利
益
の
轍
又
は
損
失
の

額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
に
規
定
す
る
み
な
し
決
済
損
議
額
」
に
、

平
削
一
一
環
」
を
「
前
一
一
一
項
」
む
改
め
、
部
門
哨
引
を
同
条

第
四
項
と
し
、
日
間
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、

同
条
第
一
一
壌
の
次
に
次
の
一
一
壌
を
加
え
る
。

内
閣
法
人
が
漉
格
分
割
又
は
瀦
捧
現
物
出
潟
県
〈
以
下
こ
の
項
む
お
い
て
「
護
持
分
割
等
」
と
い
う
。
)
に
よ
り
空
売
り

を
事
業
年
度
終

γ
の
自
と
し
た
場
合
立
前
理
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
当
該
空
売
り
等
に
係
る
み
な
し
決
済
損
益
額
に

相
当
す
る
金
麟
誌
、
浅
核
潮
岬
物
分
倒
的
等
の
日
の
閥
、
ず
る
事
幾
年
撲
の
所
得
の
金
額
の
計
算
上
、
接
金
の
額
又
は
損
金
の
額

に
算
入
す
る
。

第
六
十
一
条
の
五
第
一
項
中
「
こ
の
項
及
び
次
項
」
を
「
こ
の
条
」
に
改
め
、

「
定
め
る
取
引
」

の
下
に
「
(
次
項
に
お

い
て

「
為
替
予
約
敢
引
等
」
と
い
う
。
)
〕
を
、

「
相
当
す
る
金
棋
」

の
下
む
「
〈
次
項
に
お
い
て
「
み
な
し
決
済
損
益

額
い
と
い
う
。
〉
」
を
加
え
、
開
条
第
三
項
中
「
の
科
挫
の
額
又
は
損
失
の
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
む
規
定
す
る
み
な

し
決
請
損
益
額
」
に
、

「
前
二
項
」
を

「
訪
問
三
項
」
に
改
め
、

爵
項
を
同
条
第

項
と
し
、

開
条
第
二
項
を
開
条
第
三
項
と

七
五

じ等

)有

に{酪
係証
る券
契の
約控
を宛
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